
　（別紙４（２）） 事業所名 ：グループホーム白梅の里

目標達成計画 作成日　　：　平成２５年２月６日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 １２

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 指針作成と内容開示 ご家族との信頼関係を深める為、家族会を
開催して掲示する。
勉強会にて、職員内意識統一を図る。 １ヶ月

2 １９

居心地の良い共有空間づくり 職員紹介の掲示 職員の顔写真と、自己アピールを一言添え
て、ご利用者様、お客様に紹介する。

１ヶ月

3 １

理念の共有と実践 各季節ごとのケア努力目標をたてる。 春：　３月・４月・５月　　秋：　９月・１０月・１１
月
夏：　６月・７月・８月　　冬：　１２月・１月・２月

１ヶ月

4 １３

災害対策 災害に向けての避難訓練 実際、火災が起きてしまった時を想定しての
訓練（日中と夜間を想定し１回ずつ）
（最低２回） ２ヶ月

5 ２

事業所と地域とのつきあい 認知症についての理解を高める 公民館などを利用して、地域の人に認知症
について、職員が話す時間をつくる。

３ヶ月

6 ３

運営推進会議を活かした取り組み ホーム運営の活性化に繋がる会議 毎月の里便りを見て頂く。
外部評価結果をもとに、目標達成に向け具
体的にかかげた内容を説明し結果を報告す
る

１ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先
して取り組む具体的な計画を記入します。



7 １０

チームで作る介護計画とモニタリング ケアに対する意識向上に努める ・ケアプランに対する勉強会を設ける。
・職員の資格取得
・職場にある沢山の本を読み、活用し、介護
の向上に努める。 １ヶ月

8 １５

食事を楽しむ事の出来る支援 ご利用者様の残存能力を活かす 些細なことでもやっていただき、人の役に立
つ喜びを味わって頂く。

１ヶ月

9 ８

馴染みの人や場との関係継続維持の支援 ご利用者様の残存能力を活かす特技や好
きな事を見つけ支援する。

ご利用者様のレベル低下により、なかなか
難しいが、ご利用者様の笑顔を見るための
努力をする。 １ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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